

























　　Two types of Japanese loan verbs originating from English are discussed 
in this paper. The first is tattisuru, which originates from touchi and was 
earlier used intransitively. Japanese dictionaries have ignored the recent trend 
of using it transitively. The second loan verb, gettosuru, originates from get 
and is quite popular in informal speech（particularly among younger people）. 
It has only recently entered the Japanese lexicon. Tattisuru had syntactically 
intransitive uses earlier; however, it can have a direct object and thus be used 
to mark a “semantic direct object” syntactically. This extension from 
intransitive use to transitive use was so natural that the change went 
unnoticed by users. Additionally, the verb lacks any “novel” features. The 
semantic area covered by the native Japanese verb teniireru is almost the 
same as that covered by gettosuru; thus, there appears to be no good reason 
to use the latter instead of the former. However, gettosuru is used as a 
substitute for teniireru in many contexts without any significant change in 
meaning. There are stylistic differences between the two verbs. While 
tattisuru is stylistically unmarked or normal, gettosuru has some distinctive 
stylistic features（i.e., “joking,” “humorous,” or “non-honest）not possessed by 
the former. These stylistic elements of gettosuru make it quite novel and 
highly popular, particularly among younger people. The reason for this 
popularity is that gettosuru has a specific function that makes it possible for 
its users to liven up and embellish their speech by adding a “joking,” 
“humorous,” or “non-honest” tone.
「ゲットする」と「タッチする」






































の場合，「F スル」の F は多くが，「あまもりする」のような，「名詞＋動
詞転成名詞」の形や，「おしゃべりする」のような「お＋動詞転成名詞」
























3 版（1982） （名・自 サ）〔start〕① 出 発（点）．②「出 発！」「は じ
め！」などのあいずのことば．③始まること．開始．「新
制度が─する」
4 版（1992） 【3 版と同じ】
5 版（2001） 【3 版と同じ】





4 版（1992） 【3 版と同じ】
5 版（2001） （名・他サ）〔get〕①〔バスケットボールなどで〕得点を
あげること．②〔俗〕得ること．手に入れること．















なお，「スタートする」の第 2 版の記述は下記のようであり，3 版とほぼ
同じである（3 版で，語義③の語釈に「開始」が追加されたのだけが異なる）．

















　まず，2 版と 3 版ではそれぞれ以下の記述がされている（2 つの版で異な
「ゲットする」と「タッチする」



























































（1982）以降 5 版（2001）までは安定した用法を見せている．そして，6 版
「ゲットする」と「タッチする」























































































































































































行 き ま し た．で，彼 氏 を ゲ ット し，1 年 後 に 別 れ ま し た．
［OC09_06293］
　（7）実家にいたさくらこは年末に放送された日本ハムファイターズのフ











































































































1）　イギリスの Longman の辞書の語釈には Longman Defining Vocaburary と
いう，辞書語釈に用いるための基本語約 2000 語が使われている．そのうちの基
本動詞約 500 語のうち，日本語で外来語動詞として使われると考えられるのは，
約 100 語であり，他の約 400 語は今のところ外来語動詞としての用法が一般的で
はない（DefiningVocaburary は改訂を繰り返していて，時期により多少の相違
「ゲットする」と「タッチする」
─ 39 ─ 152
がある．ここでは Longman Dictionary of Contemporary English（5th 
edition. 2009）に掲載のものを使用した）．本文にあげた，come, give, put, 
have, say, see もその定義語彙に含まれている．なお，これらは get とともに，































語（異なり）である．F の内訳は，漢語が 7101 語，和語が 914 語，外来語 307
















































11）　小型では『新明解 7』（2012. 1），『例解新国語辞典第八版』（2011. 12），『新選
国語辞典第九版』（2011. 1），『明鏡国語辞典』（初版 1972．以下，『明鏡』）第 2
版（2010. 11），中型以上の辞典で，『広辞苑 6』（2008），『大辞林 3』（2006），







よ び『日 国 2』）．そ の 他 の 辞 書 で は，『新 明 解』が 初 版（1972）か ら 第 5 版
（1997）まで「ゲット」を立項せず，6 版（2005）ではじめて立項，問題の意味











称．使用したのは中納言 1. 0. 2 検索日 2012. 5. 10．以下，「中納言 1.0.2」と記
す）で検索した結果，どのような行為か判定可能で，（ア）〜（エ）の用法と考
えられる例が 141 例あり，【かかわり】が 62 例，【機能発揮】が 52 例に対し，
【単純接触】27 例である．それぞれにさらに特徴的な下位区分が見られる（例え












15）　改札機の「Suica をふれてください」は JR 山手線池袋駅で確認．なお，首
都圏私鉄は Pasmo を使うが，その改札機には，「IC 乗車券をふれてください」
という表示がある（西武池袋線池袋駅・東京メトロ丸ノ内線池袋駅）．上記表示
の他に，JR では「タッチ 1 秒！」，私鉄では「しかりタッチ！」という表示も
している．
16）　「中納言 1. 0. 2」の例．末尾の英数字は，例文識別のための「サンプル ID」．
17）　「中納言 1. 0. 2」での「ゲットする」の対象が「得点」の例は，「マージャン」
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